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瓦
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統
一
地
方
選
挙
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て

県
議
会
鍍
貝
選
挙
は
、
四
月
一
日
に
告

示
、
四
月
十
三
日
投
票
日
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
県
民
の
声
を
県
政
に
面
接
反

映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切

な
選
挙
で
す
か
ら
、
自
分
ひ
と
り
ぐ
ら

い
は
棄
樒
し
て
も
、
と
い
う
よ
う
な
考

フ
Ｌ

近
づ
く４

月
喝
日
投
票
日

不
在
者
投
票
は
四
月
十
二
日
ま
で

4月13日の県会議員選挙にも適用

公
職
選

挙
法
の
一

部
が
改
正

さ
れ
、
重

度
身
体
障

害
者
の
郵

便
に
よ
る

不
在
者
投

票
の
制
度

が
復
活
し

昭
和
五
十

年
三
月
一

日
以
降
に

告
示
さ
れ

る
選
挙
の

投
票
か
ら

実
施
さ
れ

る
こ
と
に

な
っ
た
も

の
で
す
。

１
１
１
１
１

え
を
お
も
ち
の
方
は
、
自
分
に
与
え
ら

れ
た
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
も
、
大

切
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
で
必
ず
投

票
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
投
票
当
日
止
む
を
得
ぬ
業
務

用
務
等
の
た
め
投
票
所
に
出
向
い
て
投

票
で
き
な
い
方
は
、
金
木
町
選
挙
管
理

こ
の
制
度
は
、
選
挙
擢
が
あ
り
な
が

ら
、
身
体
に
亜
度
の
障
害
が
あ
る
た
め

自
ら
投
票
所
に
出
か
け
て
投
票
で
き
な

か
っ
た
人
た
ち
の
た
め
に
改
正
さ
れ
た

も
の
で
、
現
在
県
内
に
は
二
千
二
百
人

当
町
に
も
相
当
数
の
該
当
者
が
い
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
い
ま
ま
で
投
票
で
き

な
か
っ
た
方
は
是
非
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

｜
、
郵
便
で
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

の
範
囲

Ｈ
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規

定
す
る
身
体
障
害
者
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
若
し

く
は
体
幹
が
一
級
ま
た
は
二
級
、
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
に
あ
っ
て
は

一
級
ま
た
は
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人
口
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
に
つ
い

て
ｊ
《

。
《

委
員
会
に
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
投
票
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
不
在
者
投
票

の
期
間
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月
十
二

日
ま
で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

○
立
会
演
説
会
日
程
決
ま
る

県
議
会
議
員
北
郡
選
出
議
員
候
補
者

の
立
会
演
説
会
は
、
四
月
六
日
か
ら
四

月
十
一
日
ま
で
延
べ
六
回
、
い
ず
れ
も

午
後
七
時
か
ら
の
予
定
で
す
が
、
当
町

に
お
い
て
は
四
月
十
一
日
金
木
町
中
央

公
民
航
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
有
権

者
の
み
な
さ
ん
は
候
補
者
の
政
見
を
よ

く
聞
い
て
立
派
な
候
補
者
を
選
び
ま
し

ト
圭
字
【
ノ
。戦

傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
若
し
く

は
体
幹
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
に

あ
っ
て
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

ま
で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
さ
ら

に
両
下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
、
こ

れ
ら
の
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
こ

と
に
つ
き
、
身
体
障
害
者
手
帳
交
付

台
帳
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
交
付
台
帳

を
備
え
る
県
知
事
（
福
祉
事
務
所
）

が
書
面
に
よ
り
証
明
し
た
人

し
た
が
っ
て
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
選
挙
人
で
、
Ｈ
ま
た

は
目
の
要
件
が
備
っ
て
い
る
人
に
限

ら
れ
ま
す
。

二
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
の
で
き

る
人
が
行
う
手
続
き

Ｈ
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
の
申
請
が

必
要
で
す
。

選
挙
の
公
正
確
保
を
期
す
る
た
め

郵
便
投
票
証
明
書
（
選
挙
人
が
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
に
該
当
す
る
旨
の
証
明
書

）
の
交
付
を
ま
ず
受
け
て
下
さ
い
・

こ
の
場
合
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
の
で
き
る
選
挙
人
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
自
ら
署

名
し
た
文
書
（
用
紙
選
管
に
あ
り
）

に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
提
示
し
、
ま
た
、
手
帳
等

に
よ
っ
て
障
害
の
程
度
が
明
ら
か
で

な
い
場
合
に
は
県
知
事
が
証
明
す
る

符
面
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

㈲
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
．
Ｈ
の
申

請
に
よ
り
、
該
当
す
る
選
挙
人
で
あ

る
と
認
め
た
と
き
は
、
面
ち
に
証
明

書
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
郵
便
投
票
証
明
書
は

交
付
の
日
か
ら
四
ヶ
年
有
効
で
す
か

ら
、
そ
の
間
に
行
わ
れ
る
各
種
選
挙

の
投
票
に
使
用
で
き
ま
す
参
し
か
し

他
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
と
き
、
ま
た
は
郵
便
に
よ
る
不

在
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
は
直
ち
に
選
管
へ
返
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
・

三
、
投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
諸

求Ｈ
選
挙
人
の
請
求
。

投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交

付
を
請
求
す
る
場
合
は
、
す
で
に
交

付
さ
れ
て
い
る
郵
便
投
票
証
明
書
を

提
示
し
て
、
当
該
選
挙
人
が
自
ら
署

名
し
た
文
書
に
よ
り
、
投
票
用
紙
及

び
投
票
用
封
筒
を
、
お
そ
く
と
も
選

挙
期
日
前
四
日
ま
で
に
請
求
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

口
投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交

付
、』

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
そ
の
請

求
し
た
選
挙
人
が
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
投
票
用
紙

及
び
投
票
用
封
筒
を
郵
便
で
交
付
し

ま
す
。

四
、
不
在
者
投
票
の
方
法

投
票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交

付
を
受
け
た
選
挙
人
は
、
そ
の
現
在

す
る
場
所
に
お
い
て
、
自
ら
候
補
者

一
人
の
氏
名
を
記
載
し
、
そ
れ
を
内

封
筒
に
入
れ
封
を
し
、
さ
ら
に
投
票

用
封
筒
に
入
れ
封
を
し
、
そ
の
表
面

に
投
票
記
載
年
月
日
及
び
場
所
（
町

内
名
、
ま
た
他
市
町
村
に
現
在
す
る

場
合
は
そ
の
住
所
を
書
く
）
を
記
載

す
る
と
と
も
に
、
自
ら
署
名
を
し
て

更
に
そ
れ
を
他
の
適
当
な
封
筒
に
入

れ
て
封
を
し
、
そ
の
表
面
に
投
票
が

在
中
す
る
旨
（
投
票
在
中
）
を
明
記

し
て
直
ち
に
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
長
あ
て
に
、
投
票
所
を
閉
じ
る
時

刻
ま
で
に
投
票
の
送
致
が
で
き
る
よ

う
郵
便
を
も
っ
て
送
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

五
、
そ
の
他

以
上
そ
の
概
略
を
記
述
し
ま
し
た
が

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
方
法
は
、

一
般
の
不
在
者
投
票
と
こ
と
な
り
、
や

や
複
雑
で
あ
り
、
不
在
者
投
票
管
理
者

等
が
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
選
挙
人
の

責
任
に
お
い
て
適
正
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
手
続
き

等
に
誤
り
が
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
選

挙
人
が
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
す

る
ま
で
の
間
、
投
票
に
対
す
る
干
渉
や

秘
密
侵
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
特
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
不
明
な
こ
と
は
、
金
木
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

｜
一
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学
校
・
保
育
所
な
ど
に

再
び
金
木
町
に
斎
藤
商
会
を
創
立
し
、

金
中
に
電
波
時
計
砿
気
器
具
・
化
粧
品
等
を
販
売
し
て
い

藤
枝
坂
本
勘
一
さ
ん
ま
し
た
が
、
商
売
も
順
調
で
四
十
五
年

か
ら
更
に
事
業
を
拡
張
し
て
石
油
ス
ト

坂
本
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
金
－
プ
病
院
を
新
設
し
現
在
に
い
た
っ
て

木
中
学
校
を
一
日
の
欠
席
も
な
く
卒
業
い
ま
す
。

し
、
五
高
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
父
を
斎
藤
さ
ん
は
、
町
の
苦
し
い
財
政
事

早
く
な
く
し
た
家
庭
の
砺
情
か
ら
進
学
怖
を
知
り
、
児
童
福
祉
の
た
め
に
少
し

を
断
念
し
、
東
京
に
就
職
し
ま
し
た
。
で
も
役
立
て
ば
と
、
金
木
町
保
育
所
（

そ
の
後
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
自
衛
第
一
か
ら
第
四
ま
で
）
お
よ
び
、
川
倉

隊
に
入
隊
し
、
そ
れ
以
来
十
一
年
間
勤
児
童
館
と
蒔
田
児
童
館
に
粉
末
消
火
器

務
の
か
た
わ
ら
高
校
・
大
学
の
通
信
教
各
一
本
づ
つ
計
六
本
を
寄
贈
し
、
町
理

育
を
う
け
、
立
派
に
卒
業
し
た
と
い
う
事
者
お
よ
び
関
係
者
か
ら
も
大
変
喜
ば

苦
労
力
行
の
人
物
で
す
。
れ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
退
職
後
、
服
部
時
計
店
（
精

工
舎
）
に
入
社
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
老
人
ク
ラ
ー
フ
に
安
全
つ
え
百
本

保
育
所
に
八
十
足
の
畏
く
つ

ま
す
。坂
本
さ
ん
が
寄
贈
し
た
セ
イ
コ
ー
近
小
川
町
伊
藤
脈
一
さ
ん

波
時
計
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放
送
の
時
報
に
伊
藤
さ
ん
で
は
昭
和
五
年
に
父
が
伊

よ
っ
て
時
間
を
自
励
的
に
調
整
す
る
と
藤
履
物
店
を
開
店
し
、
四
十
五
年
間
の

い
う
精
密
な
も
の
で
、
時
価
三
万
円
以
長
き
に
わ
た
り
順
調
な
営
業
を
続
け
て

上
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
来
て
い
ま
す
。

母
校
の
後
輩
を
愛
す
る
よ
き
先
輩
の
現
在
は
長
男
の
席
一
さ
ん
が
、
昭
和

好
意
に
深
く
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
七
年
高
校
卒
業
と
同
時
に
家
業
を

う
け
つ
ぎ
、
経
営
内
容
も
多
少
変
え
近

保
育
所
・
児
童
館
に
消
火
器
代
的
な
店
舗
を
か
ま
え
、
実
直
な
営
業

芦
野
町
斎
藤
義
信
さ
ん
の
か
た
わ
ら
、
交
通
の
安
全
を
ね
が
い

昭
和
四
十
四
年
に
自
ら
交
通
指
導
隊
に

斎
藤
さ
ん
の
う
ち
で
は
斎
藤
さ
ん
が
入
隊
し
、
現
在
金
木
中
隊
の
事
務
局
長

小
学
校
五
年
生
の
昭
和
十
八
年
ま
で
、
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

金
木
町
の
栄
町
で
鉄
工
所
を
経
営
し
て
本
人
は
、
こ
れ
ま
で
何
ん
ら
社
会
福

い
ま
し
た
が
、
父
を
な
く
し
た
そ
の
後
祉
事
業
に
協
力
し
た
こ
と
も
な
く
、
せ

木
造
町
の
叔
父
の
と
こ
ろ
に
移
り
過
し
め
て
お
年
寄
り
と
子
ど
も
だ
け
に
で
も

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
か
ら
役
立
て
ば
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
安
全
つ

学〃

一小
・
中
学
校
へ

え
百
本
、
保
育
所
に
長
く
つ
八
十
足
（

保
育
所
、
児
童
館
備
付
）
を
寄
贈
し
、

転
入
学
す
る
と
き
は

地
域
の
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
向
後
多
少
な
り
保
護
者
の
転
勤
な
ど
に
伴
っ
て
、
児
る
市
町
村
役
場
に
転
出
先
か
ら
の
住

と
も
何
か
し
ら
を
毎
年
贈
ら
せ
て
貰
い
童
生
徒
を
転
校
さ
せ
る
場
合
、
次
の
よ
民
票
を
提
出
し
て
転
入
届
け
を
す
る

ま
す
と
喜
ん
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
う
な
手
続
き
が
必
要
で
す
。
と
と
も
に
、
転
入
先
の
市
町
村
教
育

川
転
校
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
委
員
会
へ
行
き
、
転
入
し
た
新
住
所

全
校
児
童
に
タ
コ
贈
る
ま
ず
転
出
に
先
立
っ
て
、
役
場
に
行
の
住
民
票
の
写
し
と
こ
れ
ま
で
在
籍

浦
町
尾
野
秀
一
さ
ん
き
、
転
出
届
け
を
し
て
住
民
票
の
交
し
て
い
た
学
校
か
ら
の
在
学
証
明
書

付
を
受
け
ま
す
。
を
提
示
し
ま
す
。

足
野
さ
ん
は
、
学
校
卒
業
後
直
ち
に

（
届
け
出
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、
側
そ
こ
で
転
入
学
証
明
書
の
交
付
を
受

大
工
の
道
に
入
り
、
数
多
い
若
い
大
工
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
通
知
す
る
け
、
入
学
す
べ
き
学
校
の
指
定
を
受

さ
ん
の
中
で
も
最
も
腕
の
立
つ
大
工
さ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）
け
ま
す
。
（
市
町
村
教
育
委
員
会
は

ん
で
あ
・
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
住
民
票
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ
指
定
し
た
学
校
の
長
に
対
し
そ
の
旨

仕
事
の
忙
し
い
中
で
二
級
建
築
士
の
れ
を
児
童
生
徒
の
現
に
在
籍
す
る
学
を
連
絡
し
ま
す
）

資
格
を
得
、
現
在
も
そ
の
ほ
か
、
額
縁
校
へ
持
参
し
、
転
校
す
る
旨
を
話
し
⑤
最
後
に
、
指
定
さ
れ
た
学
校
へ
行
き

人
形
ケ
ー
ス
等
の
小
細
工
仕
事
に
懸
命
て
学
校
長
か
ら
在
学
証
明
書
の
交
付
転
入
先
の
教
育
委
員
会
か
ら
の
転
入

で
す
。
を
受
け
ま
す
。
（
転
出
の
た
め
の
在
学
証
明
書
と
転
出
先
か
ら
の
在
学
証

尾
野
さ
ん
は
、
そ
の
ほ
か
若
い
時
か
学
証
明
書
を
交
付
し
た
校
長
は
、
た
明
書
を
提
出
し
ま
す
。

ら
非
常
に
趣
味
が
豊
富
で
、
近
来
子
ど
だ
ち
に
そ
の
旨
を
教
育
委
員
会
に
報
以
上
で
転
入
学
の
手
続
き
は
完
了
し

も
の
遊
び
が
急
変
し
、
自
分
が
少
年
時
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
市
町
村
の

代
の
遊
び
を
思
い
、
特
に
タ
コ
揚
げ
の
帥
次
に
、
新
し
く
転
入
す
る
こ
と
に
な
教
育
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
さ
を
今
の
子
ど
も
に
味
わ
わ

雪
に
強
い
子
を

せ
よ
う
と
、
金
小
児
童
全
員
に
六
百
三

十
六
組
の
タ
コ
の
骨
組
を
贈
っ
た
も
の

で
す
。
こ
れ
は
尾
野
さ
ん
が
昨
年
の
夏

喜
良
市
子
ど
も
会
雪
上
運
動
会
で

か
ら
仕
事
の
合
間
を
見
て
作
切
上
げ
た
地
域
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
フ
ル
に
活
地
区
十
四
単
位
団
は
各
々
横
断
幕
、

も
の
で
す
。
し
、
子
ど
も
の
育
成
指
導
に
懸
命
な
喜
幟
、
応
援
団
旗
で
は
な
や
か
な
応
援
合

こ
の
動
機
は
、
金
小
の
成
田
勝
義
先
良
市
地
区
子
ど
も
会
連
合
会
（
会
長
大
戦
、
お
昼
は
各
団
ご
と
の
雪
上
キ
ッ
チ

生
が
〃
津
軽
ダ
コ
〃
の
勇
壮
さ
に
魅
了
橋
郁
也
）
で
は
、
当
地
区
子
ど
も
会
育
ン
で
ブ
タ
汁
フ
ー
プ
！
．
．
…

さ
れ
、
数
年
前
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
大
成
会
（
会
長
今
正
志
）
の
後
援
の
も
と
大
会
は
な
ご
や
か
な
う
ち
に
一
日
を

ダ
コ
か
ら
ハ
ガ
キ
大
の
ミ
ニ
ダ
コ
ま
で
に
第
六
回
の
雪
上
運
動
大
会
が
開
催
さ
過
し
、
競
技
の
結
果
成
積
は
次
の
と
お

製
作
し
、
昔
の
よ
き
遊
び
を
今
の
子
ど
れ
ま
し
た
。
り
で
し
た
。

も
た
ち
に
伝
承
さ
せ
た
い
、
と
二
年
ほ
こ
の
大
会
は
年
々
回
を
重
ね
る
に
つ

ど
前
か
ら
図
工
の
時
間
を
利
用
し
、
生
れ
活
況
を
お
び
、
特
に
今
年
は
育
成
会
一
位
竹
の
子
チ
ー
ム
（
上
派
立
）

徒
に
タ
コ
絵
の
描
き
方
を
教
え
て
来
ま
の
後
援
と
あ
っ
て
親
子
と
も
ど
も
の
総
二
位
野
ば
ら
チ
ー
ム
（
下
町
）

し
た
が
、
時
間
的
に
骨
組
ま
で
は
手
が
参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

三
位
ポ
プ
ラ
チ
ー
ム
（
西
岩
見
町
）

回
ら
ず
、
尾
野
さ
ん
に
依
頼
し
た
も
の
開
会
と
同
時
に
タ
コ
揚
げ
大
会
、
子
四
位
青
空
チ
ー
ム
（
双
葉
町
）

で
す
。
学
校
側
で
も
こ
の
尾
野
さ
ん
の
ど
も
は
ス
キ
ー
、
そ
り
競
技
、
そ
れ
に
五
位
東
子
ど
も
会
チ
ー
ム
（
東
岩
見
町
）

ご
好
意
に
限
り
な
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
人
が
ま
じ
え
て
大
歓
声
。

六
位
南
北
子
ど
も
会
チ
ー
ム
（
南
北
本
町
）
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ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
１
月
届
出
分
）

三
戸
千
乃
（
徹
也
長
女
）
金
木

菊
地
智
枝
（
由
男
氏
女
）
嘉
瀬

工
藤
朗
裕
（
義
昭
怪
男
）
金
木

伊
藤
尚
出
子
（
弘
行
２
女
）
嘉
瀬

外
崎
雅
人
（
広
美
長
男
）
嘉
瀬

鴫
海
文
子
（
武
雪
３
女
）
嘉
瀬

花
旧
朋
子
（
光
則
２
女
）
金
木

中
谷
和
幸
（
幸
久
２
男
）
川
倉

西
村
智
道
（
正
二
長
男
）
喜
良
市

小
野
綾
子
（
正
一
長
女
）
中
柏
木

京
極
香
織
（
明
２
女
）
嘉
瀬

松
川
智
子
（
兼
治
長
女
）
嘉
瀬

徳
田
和
哉
（
促
弘
長
男
）
金
木

沢
田
亜
由
美
（
満
長
女
）
嘉
瀬

前
田
敬
子
（
巌
長
女
）
神
原

徳
田
純
子
（
四
郎
長
女
）
金
木

白
川
澄
子
（
昭
夫
長
女
）
川
倉

櫛
引
悟
（
英
雄
長
男
）
金
木

工
藤
澄
香
（
登
是
女
）
川
倉

白
川
仁
美
（
幸
則
２
女
）
沢
部

藤
井
千
加
（
誠
２
女
）
金
木

吉
田
幸
子
（
幸
一
民
女
）
沢
部

磯
野
和
彦
（
義
彦
長
男
）
金
木

岡
田
弘
子
（
芳
道
２
女
）
喜
良
市

朝
市
開
か
れ
る

新
年
度
第
一
回
目
の
朝
市
は
五
月
十
八
日
に
、
以
後
毎
週
日
曜
日

の
午
前
七
時
よ
り
旧
営
林
署
庁
舎
に
お
い
て
開
か
れ
ま
す
の
で
、
町

民
み
な
さ
ん
が
ご
利
用
な
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

横
山
定
弘
（
定
栄
長
男
）
喜
良
市

（
２
月
届
出
分
）

長
尾
朋
子
（
豊
長
女
）
金
木

米
谷
勇
気
（
豊
長
男
）
喜
良
市

木
村
有
紀
（
秀
孝
長
女
）
金
木

踵
利
慶
英
（
慶
吉
２
男
）
金
木

外
崎
京
子
（
進
是
女
）
金
木

津
島
幸
美
（
勝
広
艮
女
）
金
木

工
藤
恵
美
（
忠
吾
長
女
）
金
木

中
谷
幸
栄
（
秀
道
３
女
）
川
倉

中
谷
世
子
（
勝
治
３
女
）
金
木

秋
元
良
之
（
敏
弘
長
男
）
嘉
瀬

鳴
海
勝
裕
（
勝
文
長
男
）
金
木

鳴
海
裕
紀
子
（
勝
文
長
女
）
金
木

木
下
吉
貴
（
吉
広
２
男
）
金
木

笠
井
春
香
（
武
光
長
女
）
沢
部

秋
田
谷
茂
子
（
年
一
長
女
）
喜
良
市

工
藤
博
人
（
博
比
古
長
男
）
金
木

白
川
順
子
（
瞳
長
女
）
沢
部

他
山
明
生
（
勝
治
長
男
）
金
木

白
川
結
賀
子
（
貢
長
女
）
嘉
瀬

沢
田
憲
男
（
密
久
長
男
）
嘉
瀬

田
中
光
浩
（
隆
長
男
）
金
木

田
中
伸
枝
（
秋
男
２
女
）
川
倉

田
中
早
苗
（
秋
男
３
女
）
川
倉

泉
谷
佳
輝
（
利
幸
長
男
）
川
倉

大
橋
か
お
り
（
幸
則
２
女
）
喜
良
市

鳴
海
洋
美
（
洋
二
長
男
）
嘉
瀬

吉
崎
聖
志
（
鉄
郎
長
男
）
嘉
瀬

西
村
知
（
弘
昭
２
男
）
喜
良
市

白
川
忠
久
美
（
光
成
長
女
）
沢
部

黒
滝
孝
広
（
治
光
長
男
）
金
木

伊
丸
岡
美
雪
（
実
長
女
）
喜
良
市

他
山
友
徳
（
野
年
長
男
）
金
木

』

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
１
月
届
出
分
）

（
唖
繩
サ
塞
密
一
癖
嘩
郎
翠
鍔
一
霊
城
癖

（
鰐
砺
裕
毒
一
儲
牽
郎
霊
鍛
一
稗
癖
浄

櫓
鷹
む
識
蕊
塞
籟
啼

（
騒
朝
藤
蕊
素
捧

（
綴
り
幕
（
渉
一
龍
鐘
）
軍
需

（
諸
岬
毒
稚
一
球
華
銅
鍵
鑑
一
岬
里
輌

霧
騨
一
癖
識
蕊
一
舗
柿

（
唯
睡
率
毒
一
癖
甥
郎
鑓
鍔
一
零
石
穂

（
峠
罐
東
雫
謎
一
罫
華
率
蘂
評
副
癖

（
“
蝿
詫
巷
霊
》
鐸
鵠
一
癖
岡
癖

象
臘
輪
廻
吉
鶏
毒
涛

（
綱
嘔
ム
剰
華
一
種
轆
郎
鎚
傘
一
帯
里
班

（
諦
和
み
》
認
一
雍
畦
郎
哩
鍔
一
割
崎
赫

（
睡
班
江
美
蔀
一
癖
鈴
郎
哩
鍔
一
窪
良
跡

（
鮒
鶉
篭
助
鶏
癌
驍

（
峨
啼
榊
健
一
評
迄
郎
垂
鍔
一
擁
都
稚

（
睦
韮
砿
政
銅
麺
咋
垂
準
一
討
率
極

霧
鴎
義
藤
蝿
蕊
奉
謡

へ
今
久
司
（
久
男
２
男
）
嘉
瀬

一
大
橘
寿
美
子
（
寿
三
郎
長
女
）
東
京
都

木
村
三
橋
小
寺

公
哉
貴
子

市
必

（
行
雄

（
栄
蔵

（
謙
一

２
男
）

２
女
）

２
女
）

中
柏
木

金
木
金
木

（
評
副
留
謎
森
一
読
執
鐸
鍔
一
零
棒

（
恒
雄
美
癖
歪
一
潅
稚
郎
窪
鍔
一
輪
里
噸

（
剛
恥
搾
一
一
函
儒
塞
傘
一
鈍
海
極

（
杣
輌
壁
謹
一
轤
麸
郎
２
姪
一
罐
奈
峠

（
稚
蕊
季
謎
一
瞬
蛙
郎
霊
鋸
一
罐
岡
群

（
転
醗
ヒ
サ
諌
一
認
麸
榊
型
鐸
一
禧
醒
蹄

（
搾
咽
ぬ
謎
甦
一
識
御
窪
墾
霊
坤

（
朴
鋳
癖
認
一
率
畦
獅
翠
蝿
一
耕
里
軸

（
輌
蜘
上
輻
認
一
霊
罷
註
鐸
一
毒
崎
縣

（
２
月
届
出
分
）

ヘ
鈴
木
良
一
（
平
助
長
男
）
青
森
市

一
田
中
サ
チ
（
勇
吉
４
女
）
金
木

（
垂
函
痒
布
一
澤
郷
》
傘
一
錐
賀
稗

（
恥
酔
偲
端
輌
硅
銅
罎
蝿
一
蓉
京
諦

（
巍
罎
香
代
誌
牽
嶬
志
建
雲
霊
京
謡

（
率
卿
志
罐
認
一
霊
肺
一
垂
鍔
一
副
所
萢

ヘ
小
林
清
高
（
昇
長
男
）
群
馬
県

一
白
川
ケ
イ
子
（
清
一
６
女
）
沢
部

（
嶬
癖
生
齢
詞
一
雲
毒
聖
鍔
一
癖
島
稗

（
》
垂
き
蛎
葎
一
窪
春
郎
型
傘
一
鑪
雌
姉

（
唾
轆
認
雷
一
準
一
ロ
塞
蕊
一
鍔
手
癖

（
船
ゆ
遡
謬
遥
忘
蝋

へ
斎
藤
忠
美
（
勘
弥
２
男
）
五
所
市

一
野
宮
良
子
（
弥
市
３
女
）
金
木

（
計
砺
罐
巷
牽
一
画
程
雲
確
所
師

犀
蝋
誕
誕
郎
墨
霊
駕

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
１
月
届
出
分
）

斎
藤
倉
助
（
昶
才
）
蒔
田

鳴
海
み
さ
（
師
才
）
嘉
瀬

秋
元
昇
（
鎚
才
）
金
木

西
村
留
利
子
（
哩
才
）
金
木

原
田
由
美
子
（
皿
才
）
中
柏
木

松
川
専
四
郎
（
布
才
）
嘉
瀬

今
さ
な
（
“
才
）
嘉
瀬

西
村
友
五
郎
（
卯
才
）
喜
良
市

間
宮
と
く
（
弱
才
）
金
木

森
さ
わ
（
帥
才
）
喜
良
市

小
野
イ
シ
（
舵
才
）
金
木

今
卯
作
（
妬
才
）
嘉
瀬

伊
藤
い
そ
（
躯
才
）
金
木

（
２
月
届
出
分
）

中
村
な
よ
（
“
才
）
金
木

秋
元
秀
人
（
幻
才
）
嘉
瀬

角
田
タ
ョ
（
侭
才
）
金
木

角
田
ソ
ョ
（
ぬ
才
）
沢
部

今
武
男
（
侭
才
）
川
倉
〃

工
藤
リ
マ
（
帥
才
）
喜
良
市

今
や
な
（
妬
才
）
喜
良
市

松
川
き
江
（
錘
才
）
嘉
瀬

小
山
内
倹
二
（
ａ
才
）
金
木

白
川
政
吉
（
花
才
）
沢
部

石
郷
岡
地
代
寿
（
ね
才
）
金
木

／ー～へ〆ヘヘヘーー

代工開西工今金赤木森吉三
田藤米村藤子波村崎上
さ江こ
か繁竜恵定せ信よ孝留
え博子逸子博つ路子治美勉
へへへへへへへへへへへへ

虎正源昭久貞仁義勇宗十英
男見蔵二治太一臣七一造俊

郎郎
22長長33432262
女男女男女男女男女男女男
一一一菅一菅一一一一菅一

長金五金中喜金長嘉神嘉中
崎所里良崎奈里
県木117木町市木県瀬川瀬町
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